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働き方改革 実践事例集
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取組事例の内訳



働き方改革 実践事例集

１ 教職員の意識改革や勤務時間
の管理に関すること

【 事例１～１４ 】



背景

・様々な業務を抱えており、時間外在校等時間が多い傾向にある。

取組内容

効果

・教頭が退勤予定時刻をホワイトボードに書いておく。また、教頭

が退勤時間を事前に言うようにする。

・教頭等最終の職員の退勤予定時刻を見える化したことにより、多くの職員が余裕を持って退勤するこ

とができた。

・教職員のタイムマネジメント力の向上と時間外在校等時間の削減につながった。

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

安積中学校

【事例１】退勤時間を事前に告知



背景

・これまで午前７時前に登校する生徒がおり、それにあわせて校舎を解錠していた。

そのことが教員の在校時間の増加につながっていた。

取組内容

効果

・校舎解錠時刻を７：３０に設定した。

・教職員のタイムマネジメント力の向上と時間外在校等時間の削減につながった。

安積第二中学校

【事例２】校舎解錠時刻の設定



背景

・特に時間を意識せず、事務仕事をしている教員が多い。

取組内容

効果

・プログラムチャイム付き電波時計を設置し、１６時４０分、１８時５５分にチャイムが鳴るように

設定した。

・チャイムが退勤するきっかけになっている。

・時間を意識して仕事に取り組むようになった。

安積第二中学校

【事例３】プログラムチャイム付き電波時計の導入



背景

・ワーク・ライフ・バランスの実現を目指しているが年次休暇が取得しにくい傾向にある。

取組内容

効果

・学年の時間割や部活動指導（複数顧問制）を工夫し、指定の日時に計画的に年休が取得できる

よう調整を図る。

・金曜日や月曜日を計画年休の指定日とすることで、週休日を含め連続する休養日を設ける。

・金曜日や月曜日を計画年休指定日とし、週休日を含め連続した休養日にしたことで、自身のセルフケ

アやリフレッシュを図ることができた。

三穂田中学校

【事例４】計画年休の導入



背景

・様々な業務を抱えており、時間外在校等時間が多い傾向にある。

取組内容

効果

・部活動休養日を水曜日に設定し、その日は、清掃なしで一斉下校を徹底する。

・この日は、定時退勤をする。

・週の行事予定に部活動休養日、定時退勤を明記する。

・定時退勤を設定することで、教職員のタイムマネジメントの向上が図れた。

・生徒下校から定時までの時間を多く確保することで、時間外在校等時間の削減につながった。

喜久田中学校

【事例５】部活動休養日は清掃なしで生徒一斉下校・定時退勤



背景
・ どの教員も様々な業務を抱えており、時間外在校等時間が

多い傾向にある。

取組内容

効果

・ 最終施錠予定時刻を黒板に掲示し、見通しをもって業務に

あたることができるようにする。

・ 毎週１回（水曜日）を「ノー残業デー」とする。

・ 最終施錠予定時刻を見える化したことにより、計画的に業務を進めることができた。

・ 教職員のタイムマネジメント力の向上と時間外在校等時間の削減につながった。

守山中学校

【事例６】最終施錠予定時刻を黒板に掲示する。



背景

・いろいろな業務を抱えており、時間外在校等時間が長くなる傾向

がある。

取組内容

効果

・｢ノー残業デー｣や｢本日の最終施錠｣予定時刻のカードを、職員室

の黒板に掲示し、意識付けを図る。

・週報にも記載してもらう等、毎週水曜日を上記の日に設定する。

・ノー残業や最終施錠の文言を掲示したことで、周囲を気を遣わず退勤できるものと思われる。

・教職員のタイムマネジメントへの意識の向上と実質的な時間外在校等時間の削減につながるのではないか。

高瀬中学校

【事例７】「ノー残業｣や｢最終施錠｣のカードを黒板に掲示する



背景
・時間外在校時間が多い傾向にある。

・業務が終わったら退勤という意識が強い（時間管理が弱い）。

取組内容

効果

・業務が終わったら退勤→時間になったら退勤への意識の転換。

（働き方の内容管理から時間管理への転換）

・どうしても残業しなければならない場合には退勤時刻を明示。

・遅い時間まで残留する職員が減少した。

・月別平均在校時間が昨年度同月と比べ減少している。

・見通しをもって業務に取り組むようになった。

郡山第一中学校

【事例８】この時間になったら退勤しよう。～働き方の時間管理～

どうしても残業
しなければなら
ないケースはあ
ることを認め、
残業をする職員
をターゲットに
している。
際限なく残るの
ではなく、終わ
りの時間を決め
させている。



背景

・様々な業務を抱えており、時間外在校等時間が多い傾向にある。

取組内容

効果

・校舎施錠時刻を、通年で原則部活動終了時刻（完全下校時刻）の１時間後に設定。年度初めに教職員

に周知し、可能な限り施錠時刻を守るようにする。

・毎週１回以上、定時退勤する。

・管理職が施錠時刻を守ることで、教職員の意識が徐々に変化し、限られた時間の中で業務を効率よく

行おうとする意識が強くなり、時間外勤務時間の削減につながった。

緑ケ丘中学校

【事例９】校舎施錠時刻を部活動終了(完全下校時刻)1時間後に設定



背景
・職員玄関の鍵を一人一人持っていたため、週休日も学校で仕事

をするために自由に開錠でき、遅くまで仕事をすることができる

状況だった。

取組内容

効果

・玄関の鍵を貸出制にし、貸出簿に使用目的も記入してもらう。

・教職員のタイムマネジメント力の向上と時間外在校等時間の削減につながると考えられる。

・週休日に校舎に入り仕事をする職員が最小限になると考えられる。

大槻中学校

【事例１０】職員玄関の鍵の貸出制



背景
・複数の校務分掌を抱えており、計画的な準備をおこなわないと

時間外在校等時間が多い傾向にある。

取組内容

効果

・毎日の校舎施錠時刻を職員室黒板に提示している。

・生徒活動後の時間を明確にし、教職員の意識改革につなげる。

・毎週１回ノー残業デーを設定、定時退勤を促す。

・全職員に校舎施錠時刻を見える化したことにより、周囲に気兼ねすることなく退勤できる環境ができ

ている。

・教職員のタイムマネジメント力の向上と協力し合える環境で時間外在校等時間の削減につながった。

宮城中学校

【事例１１】毎日の生徒完全下校・施錠時刻の提示



背景

・様々な業務を抱えており、時間外在校等時間が多い傾向にある。

取組内容

効果

・施錠予定時刻をホワイトボードに明示し計画的に業務を進める。

・退勤時間を明示したことにより、教職員のタイムマネジメント力の向上と時間外在校等時間の削減に

つながった。

西田学園

【事例１２】退勤時間の見える化



背景
・年々、改善傾向はみられるものの、時間外在校等時間が多い傾向

にある。

取組内容

効果

・退勤予定時刻が書かれたホワイトボードに、ネームプレートを

貼り、退勤予定時刻を申告する。

・毎週水曜日の部休日により、教職員に定時退勤が意識化され、

定着してきた。

・全職員の退勤予定時刻を見える化したことにより、周囲に気兼ねすることなく退勤することができた。

・教職員のタイムマネジメント力の向上と時間外在校等時間の削減につながった。

湖南小中学校

【事例１３】退勤時間を事前に申告し、意識化を図る



背景

・それぞれの学年が、学年通信の月行事予定・下校時刻一覧をそれぞれを作成している。

取組内容

効果

・月行事予定表や下校一覧のデータを、月ごとに先行して作成する学年分担をあらかじめ決めて、

分担して作成し、どの学年でも共有できるようにする。

・月行事予定表や下校時刻一覧データを共有することで、作成にかかる負担が軽減した。

・月行事予定表や下校時刻一覧データを共有したことで、その学年の担任が分担して、学年通信を

作成することができるようになった。

湖南小中学校

【事例１４】月行事予定表・下校時刻一覧データの共有



働き方改革 実践事例集

２ 学校行事に関すること

【 事例０ 】



働き方改革 実践事例集

３ 会議・研修に関すること

【 事例１～９ 】



背景

・月１回の職員会議は、扱う案件が多く、長時間になってしまう。

取組内容

効果

・職員会議を毎週金曜日の朝に設定し、短時間で行うようにした。

・協議事項については、企画委員会で審議し、職員会議では基本的に連絡事項を中心とした。

・短時間の会議を回数多く設定することで、放課後の長時間の会議をなくし、生徒に向き合う時間や教

材研究・事務整理に充てる時間を確保することができた。

明健中学校

【事例１】職員会議の時間を短縮



背景
・職員会議や各種行事の要項は枚数も多く、職員や生徒数分の印刷・帳合い

には時間がかかり、大変な負担であった。

取組内容

効果

・要項を電子化し、データをPCやタブレットで共有した。

・要項の印刷・帳合い作業の負担を軽減することにつながり、用紙

等の節減にもつながっている。

明健中学校

【事例２】会議や行事等の要項のペーパーレス化



背景
・放課後の会議等により、生徒と向き合う時間や教材研究の時間

が確保できない傾向にある。

取組内容

効果

・学級数が少ないこと、各種会議の参加者の厳選により、

時間割のコマに各種会議の設定が可能になる。

（現職教育委員会、生徒指導委員会、企画委員会、

職員打合せ、職員会議を時間割内に設定）

・放課後の会議がなくなったことにより、生徒と向き合う時間や教材研究の時間の確保につながった。

・教職員の退勤時間が早くなり、時間外在校等時間の削減につながった。

片平中学校

【事例３】各種会議を時間割のコマの中で開催



背景

・学年会、生徒指導委員会等の会議を部活動休養日の放課後に行っているために、会議が長引き時間外勤務が

増える傾向にあった。

取組内容

効果

・企画委員会、生徒指導委員会、学年会を週時間割に設定して実施する。

・会議内容の精選が図られた。

・放課後に事務処理や教材研究などの時間が増えたことで、時間外勤務の削減につながった。

喜久田中学校

【事例４】会議を時間割に設定



背景
・通常、職員室の黒板には開始時刻が書いてあっても終了時刻が未記入

の場合が多い。しっかりと終了時刻を記入することで、効率よく時間内

に終わらせる会議にしようと考えた。

取組内容

効果

・会議の内容をあらかじめ確認し、この分量であれば、このくらいの時

間と配分して行うようにした。

・勤務時間内はもちろん、休憩時間も考え、先生方の勤務時間を守るよ

うにした。

・開始と終了を明確にすることで、提案者もしっかりとまとめて説明するなど時間削減ができるようになった。

・終了時間を明確にすることで、次の仕事にスムーズに移ることができるなど計画的に職務を遂行することがで

きるようになった。

郡山第二中学校

【事例５】各会議や打合せの終了時間を明記する



背景

・様々な業務を抱えており、時間外在校等時間が多い傾向にある。

取組内容

効果

・毎週金曜日の朝8:15に実施していた、全職員参加の職員打合せを廃止し、校務支援システムでの周

知に変えた。

・会議を減らしたことで、子供と向き合う時間の確保及び朝の慌ただしい時間を落ち着いて業務に向き

合うことができた。

郡山第四中学校

【事例６】週の打合せを廃止



背景
・すべての曜日でいずれかの部活動を実施していたため、全体として時間外

在校等時間が多い傾向にあった。

取組内容

効果

・毎週水曜日を部活動休養日とし、５校時終了後に清掃なし、一斉下校とし

て、職員会議や研修会、学年打合せ等を行う日としている。

・会議要項をロイロノートで閲覧できるようにし、ペーパレス化を図り、印

刷業務を削減する。

・教職員の時間外在校等時間の削減につながった。

・他の行事等でもロイロノートを使ったペーパーレス化が進み、業務の削減につながった。
・アンケート調査もロイロノートを活用することで、印刷及び集計の業務削減にもつながった。

郡山第七中学校

【事例７】部休日の設定とペーパーレス化



背景
・研究授業の参観記録は、これまで紙媒体で記入し、担当が印刷

し配付を行っていたため、担当者の負担となるとともにスムーズ

な情報共有ができなかった。

取組内容

効果

・研究授業で、コメントや授業の画像をロイロノートに記録す

る。授業の研究協議も、ロイロノートを活用しながら進める。

・ロイロノートを活用し、ペーパーレスにすることで、授業者はすぐに授業を振り返ることができるよ

うになった。また、現職担当は授業記録用紙や研究協議要項作成等の時間を削減することができた。

富田中学校

【事例８】ロイロノートを活用した校内研修



背景

・朝の打ち合せに職員が集まる時間がとれない。

取組内容

効果

・ロイロノートに職員専用のクラスをつくり、案件がある係から

提出物としてカードを提出し、内容を共有する。

・朝の打ち合せの時間を削減することができ、子どもに向き合う時

間を増やすことができた。

・クラウド上にデータがあることで、時間と場所を問わず確認する

ことができ、時間の有効活用ができた。

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

西田学園

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

【事例９】ロイロノートを使った打ち合せ



働き方改革 実践事例集

４ 日課表や校務に関すること

【 事例１～３ 】



背景

・部活動休養日に設定されることの多い会議等により、定時退勤

ができない職員がいる。

取組内容

効果

・部活動休養日は清掃をカット（週１日）し、その分放課後の時間

を１５分間長く確保する。

・帰りの学活終了後、速やかに会議がもてることにより、会議後の時間にも余裕が生まれた。

・勤務時間内での会議終了はもちろんのこと、会議終了後に残務整理をし、ほぼ全ての職員が定時退勤

できるようになった。

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

逢瀬中学校

【事例１】部活動休養日の清掃カット



背景
・学級担任が様々な業務を抱えており、負担が大きくなっている。

取組内容

効果

・学級で家庭学習用の「担任外ノート」を順番で回し、割り当たっ

た生徒は家庭で自主学習を実施し翌日担当の先生に提出する。

・管理職を含め担任外の教員８名が、合計１０名分のノートを毎日

点検する。

・ 「担任外ノート」を実施することにより、担任が生徒全員分のノートを点検する時間や家庭学習の習

慣化や家庭学習の内容を指導する負担を軽減することができた。

・自主学習ノート点検の時間が軽減され、教材研究や生徒と向き合う時間の確保につながった。

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

熱海中学校

【事例２】家庭学習ノートを担任外で点検



背景
・打合せごと紙による資料作成及び印刷の業務が時間的にも労力

的にも負担になっている。

取組内容

効果

・それぞれの教員が会議資料のペーパレス化を行った。ワーク

シートや資料をロイロノートやGoogleドライブで教材提示でき

るようにしている。

・ワークシートや教材、全校生で使用する資料を分担して作成

し、最新の内容を全学年で共有できるようにした。

・ワークシートや資料を全学年で共有することで、授業や行事の準

備時間短縮や教師にかかる負担が軽減した。

・ワークシートや教材を常に全学年で共有できることで、ICTを苦
手とする教員に参考となり、効果的な指導につながっている。
・ペーパレス化により、時間的、労力的にも余裕が生まれ子どもと
向き合う時間となった。

宮城中学校

【事例３】教材や資料を全校で共有できる環境



働き方改革 実践事例集

５ 環境整備・ICT活用に関すること

【 事例１～１８ 】



背景
・教職員数が多く、諸会議要項や様々な文書・資料等の印刷、帳合、配

付に時間がかかる。また、欠席連絡等の電話が多く、対応に時間を費や

す状況であった。

取組内容

効果

・職員会議や職員打合せ要項は、データを指定のフォルダに入れてリン

クさせるようにしている。配付文書や資料等もＦＣＳや校務支援（掲示

板）を活用している。

・マチコミの欠席連絡機能を活用している。

・ペーパーレス化を進めることにより、文書の印刷、帳合、配付に費やしていた時間を削減することができた。

・朝の電話連絡が大幅に減り、その分、他の業務を行うことができるようになった。

行健中学校

【事例１】デジタル化の推進



背景
・出勤後の生徒・保護者対応や授業準備等で落ち着いた朝の時間

を迎えさせたい。

取組内容

効果

・マチコミによる欠席等の連絡やロイロノートによる打合せ内容

を確認する。

・毎日の電話での保護者からの欠席連絡の対応や出欠の確認のため

の時間が減り、教室に余裕を持って行くことができている。

・週一回行われていた朝の打合せ案件をロイロノートに入れ、それ
を確認することで学級での生徒対応や指導に充当できるようになり
落ち着いた生活が送ることができるようになった。

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

安積中学校

取組等でわかる資料・
写真等があれば添付願
います。

【事例２】タブレットを使った時間の有効活用！



背景
・ それぞれの教員が報告文書等を作成する際に、必要な事項

（データ）を、周囲の教員に聞き取り等をして入力していた。

取組内容

効果

・ Googleドライブ（共有ドライブ）を活用し、文書作成に必

要な事項（データ）を教員個人がそれぞれスプレッドシートに

入力できるようにした。

・ 教員個人が必要な事項（データ）を空き時間にスプレッドシー

トに入力することによって、文書作成にかかる負担が軽減した。

・ Googleドライブやメール（Gmail）の活用をとおして、紙媒
体による印刷物を削減することができた。

守山中学校

【事例３】Googleドライブを活用する



背景
・いろいろな業務を抱えており、時間外在校等時間が長くなる傾向

がある。

取組内容

効果

・これまでの黒板やホワイトボードの代わりにタブレット端末の

ロイロノートで示された週行事予定をモニターに映し出す。

・夏休みからの活用となっており、日直の先生の負担削減につながった。

・通常期での業務削減にもつながり、｢見やすく分かりやすい｣と好評を博している。

高瀬中学校

【事例４】「週行事予定｣を板書でなく、モニターで示す



背景
・毎日の欠席者数が多く、朝電話が鳴り止まない。

・欠席者一覧表を手書きで作成しており、時間と手間がかかる。

取組内容

効果

・マチコミ「お休み連絡」機能を使った欠席連絡を導入。

・Googleスプレッドシートで欠席者一覧表を作成。

・毎朝３０件以上鳴っていた電話が、今では数件に減少した。

・欠席者一覧表作成の手間が軽減したことに加え、教職員間でリアルタイム共有できるようにもなっ
た。

郡山第一中学校

【事例５】欠席連絡と欠席者一覧票作成を楽に。

左図の入力シー
トに欠席種別と
理由を入力する
と、自動で下図
の印刷シートに
反映される。



背景

・電話による欠席連絡により、ひっきりなしに電話がかかってくる中で、担任への連絡ミス

が起きたり、保護者もずっと話し中のストレスを感じている状況を改善しようと考えた。

取組内容

効果

・これまで通り、電話の連絡とマチコミ連絡の並立で運用している。

・明らかに電話の本数が減り、電話対応にかかる時間が削減できた。

・マチコミに履歴が残ることで、後での確認ができ、連絡の抜けを防ぐことができた。

郡山第二中学校

【事例６】マチコミによる欠席連絡システム



背景
・通知票作成の時期にも様々な業務を抱えており、時間的な負担と精神的な負担、多忙感が大きい傾向に

ある。

取組内容

効果

・通知票の１学期の所見をなくし、二者面談を実施。子どもと向き合う時間の確保とともに多忙感を解消

する。

・二者面談を実施し、よりいっそう生徒と向き合う時間が確保され、生徒理解と助言に役立った。

・１学期末の退勤時間を従来より早めることができた。

郡山第三中学校

【事例７】通知票の所見の見直し



背景

・日常において様々な業務を抱えており、時間的な負担と精神的な負担、多忙感が大きい傾向にある。

取組内容

効果

・学級経営誌の簡略化。

・校務支援システムの有効活用。

・記録の簡略化。経営誌のために記録をまとめ直すことなく、面談の記録をそのまま綴じ込む。

・校務支援システムを利用し、学級経営誌を簡略化し、記録の簡略化ができた。記録の負担感、多忙感

が削減され、教師間の情報共有がスムーズに行うことができるようになった。

・学期末の退勤時間を従来より早めることができた。

郡山第三中学校

【事例８】学級経営誌の見直し



背景

・週報を紙媒体で各先生方に配布している。変更がある場合は、もう一度印刷して各先生方に再配布して

いる。

取組内容

効果

・教務主任が、その都度ロイロノートで各先生方に

発信することにした。

・週報を印刷する負担が軽減した。

郡山第四中学校

【事例９】ロイロノートで週報を配信！



背景
・働き方改革とともにSDGsの観点からも、様々なものをできる

だけペーパーレスにしたい。

取組内容

効果

・今まで生徒に紙に書かせていたもの（いじめや学習などのアン

ケート調査、生徒会選挙の投票用紙など）をロイロノートのアン

ケート機能を活用して、ペーパーレスで行う。

・集計の時間に係る教員の負担が激減した。（生徒会選挙の開票は従来２時間以上かかっていた）

・アンケート用紙などの印刷・配付・廃棄の手間がなくなった。

郡山第五中学校

【事例１０】紙よりタブレットで



背景
・学級経営誌や生徒指導の記録等の学期ごとの諸表簿提出、年度

末のクラス替えによる仕分けの手間が、クラス数が多いだけ時間

を要する。

取組内容

効果

・生徒の個人情報（部活動、委員会活動）や生徒指導の記録を校

務支援システムを最大限活用し、学級経営誌の代わりとした。

・学期末の経営誌のなくなり、管理職がいつでも閲覧可能になる。

・管理職や他教科担当がほぼリアルタイムで生徒の様子が理解できるようになる。

・欠席日数や成績、保健室の記録とリンクし、個人カルテとして学校全体で共有、生徒理解に役立つ。

・クラス替えによる記録の仕分けが必要ない、情報漏洩防止などペーパレスの利点が生かせる。

郡山第六中学校

【事例１１】学級経営誌のデジタル化



背景
・学校からの行事のお知らせは、全生徒分を印刷しなくてはなら

ず、生徒数が多い学校は多くの時間を要し、年間の用紙の消費量

も多い。

取組内容

効果

・学校からの行事のお知らせや、ＰＴＡ総会等の資料は、できる

限り学校のメール通知のシステムでＰＤＦにて送付する。

・印刷の手間が省け、大規模校ではかなりの時間の節約になる。

・生徒が保護者に渡し忘れることがないので、確実に連絡が届く。

・年間の印刷用紙の消費量が大幅に節約でき、環境にも優しい。

郡山第六中学校

【事例１２】保護者へのお知らせのデジタル化



背景

・朝の時間は教職員にとって提出物の回収等、大変忙しい時間帯

になっており、効率的な情報伝達が求められている。

取組内容

効果

・毎週金曜日を「確認事項アップ日」とし、教職員は、校務支援

システムの「掲示板」を都合の良い時間に確認する。

・教職員は、朝の忙しい時間帯に職員室に集まる必要がなくなり、生徒への対応に時間を使うことがで

きるようになった。

・確認事項を準備する職員は、紙媒体で教職員へ配付する必要がなくなり、時間の短縮となった。

富田中学校

【事例１３】校務支援システムを活用した職員打合せ



背景
・教員、生徒、保護者への各種アンケートは、用紙を配布し回収、

集計を行っていた。

取組内容

効果

・各種アンケートをGoogle formsで回答してもらう。

・用紙の印刷、回収、集計にかかる負担が軽減した。

・使用用紙の削減に繋がっている。

大槻中学校

【事例１４】各種アンケートをGoogle formsで



背景
・朝、保護者からの欠席連絡が多く、勤務時間前から先生方が電話

対応に追われ、教室で登校してきた生徒を迎えられなかった。

取組内容

効果

１ 保護者は「マチコミメール」の「お休み連絡」機能を利用して、

８時までに欠席（遅刻）を学校へ知らせる。

２ 教頭がマチコミメールに届いた欠席連絡を、CSVファイルでダウ

ンロードし、Excelで書式を整え、PDFにする。

３ PDFをロイロノートで「先生のみ」に送る。

４ 学級担任は教室での出席状況と、ロイロの欠席連絡を確認し、健

康観察・出欠状況をロイロの「提出箱」で養護教諭に送る。

・朝の電話対応が減った（０ではない）ことで、教師が生徒と向き合う時間を増やすことができた。

・各学級の欠席状況を全職員が把握することで、報告・連絡・相談の効率が上がった。

小原田中学校

【事例１５】ICTを活用した欠席連絡



背景
・昨年度までの「困りごと調査」は学期に１回と回数が少なく、学級

担任の集計等にも時間がかかり、アンケート結果を有効に活用できて

いなかった。

取組内容

効果

１ ロイロノートの「テスト」ー「アンケート」を利用して、困りごと

調査の内容をアンケートの選択式や自由記述をつかって作成した。

２ アンケートを毎月はじめに全校生に送り、回答させる。受信したそ

の場で記入して提出したり、周りの目が気になる場合にはあとで提

出したりする。

３ 学級担任は集計結果を見て、生徒の困りごとに対応する。

・集計の手間が減ったことで、調査を毎月実施できるようになり、きめ

細かな生徒対応を素早くできるようになった。

・結果は「作成者（教頭）のみ閲覧可」にすることで、教師用タブレッ

トからの生徒の個人情報漏洩に注意している。

小原田中学校

【事例１６】ロイロのアンケート機能



背景
・家庭では、生徒が大量にプリントをもらい、保護者がおたより
を扱う苦労がある。学校では、おたよりや会議資料など、大量
の印刷業務が発生する。順番待ちができることもあり、コスト
面でカラー印刷を必要な場面で使えない時もある。

取組内容

効果

・学級通信などをＨＰに掲載する。
・会議資料などをフォルダ内で共有する。
・紙にプリントアウトしていた文書や資料をデジタル化し、タブ
レットやパソコンなどで共有して会議を実施する。

・配布の手間及び印刷業務の大幅な削減、紙・インクの節減により、教職員の負担軽減につながる。
・保護者がいつでもどこでも繰り返し見ることができ、生徒の出し忘れや紛失の心配がない。
・印刷段階で白黒になっていたおたよりや資料などもカラーでより見やすくなり、消耗品費の低コスト化に
つながる。

・ペーパーレス会議を実施することで、会議にかかる手間を削減でき、情報漏洩リスクを低減できる。

御舘中学校

【事例１７】紙媒体から電子媒体へ



背景
・生徒数の減少に伴い、空き教室が増加。各教科の授業で活用す

ることで、業務負担を軽減し、授業の質も高める。

取組内容

効果

・空き教室を各教科の教室にする。

・生徒が授業ごとに各教科の教室へ移動して学ぶ。

・教科の専門性や特色を生かした学習環境づくりができる。

・授業や教材の準備がしやすく、授業の質を上げることができる。

・教科や授業内容に応じた座席や机のレイアウトをそのままにできる。

・各教科の掲示物や教材をそのままにでき、学びの履歴を残すことができる。

・教科教室に教材や資料、設備が整っているため、教科の魅力が感じられ、教科指導の充実につながる。

御舘中学校

【事例１８】空き教室を活用した教科専用教室



働き方改革 実践事例集

６ 部活動指導に関すること

【 事例１～３ 】



背景

・部活動や免外の教科担当者が負担過重になる傾向にある。

取組内容

効果

・「運動部活動指導員」を活用し、平日３日程度、週休日１日の

部活動を担当する。

・技術科の木工製作において、「特別非常勤講師」を活用し、総

時間６時間で実施した。

・部活動指導員においては、平日約１～２時間、週休日約２～３時間の時間外勤務を減らすことができた。

・ 特別非常勤講師については、免外教科担当者の教材準備、指導等の負担軽減につながった。

三穂田中学校

【事例１】外部人材の活用



背景

・各部活動で、それぞれ平日の部休日を設定していた。

取組内容

効果

・毎週月曜日を各部一斉の部休日に設定し、学年打合せや職員会議を月曜日に設定した。

・月曜日を部休日にしたことで、落ち着いて話し合いを行うことができた。

郡山第四中学校

【事例２】一斉部休日の設定



背景

・専門性を持つ顧問がいないため、部活動において生徒や保護者の期待に十分応えられずにいた。また、顧

問の業務量も多く、時間外在校等時間も多い傾向にあった。

取組内容

効果

・専門性を持つ部活動指導員に、週休日や平日の夕方に来校していただき、部活動の指導にあたっていただ

いている。

・専門性に指導していただいているため、知識や技能の向上がみられ、生徒や保護者の期待に応えることが

できている。

・部活動の時間に顧問が業務を行うことができるため、時間外在校等時間も減少した。

郡山第七中学校

【事例３】部活動指導員の活用



働き方改革 実践事例集

７ 地域との連携等に関すること

【 事例１～３ 】



背景

・以前よりPTA活動が勤務時間外に行われており、教職員の長時間労働の要因の一つであった。

取組内容

効果

・年３回発行していた広報誌を廃止し、学校の教育活動の様子をホームページで紹介することとした。

・各委員会の仕事の見直しをすすめ、時間外に行われていた会合を無くした。

・教材研究や家庭への連絡等の業務に当てる時間が増えた。

・教職員の時間外在校等時間の削減につながった。

日和田中学校

【事例１】PTA活動の簡素化



背景
・活動がほとんどないPTA組織が運営されていた。また、学校の

実態に即していないPTA行事が行われていた。

取組内容

効果

・PTA組織を精選し、活動規模を縮小した。また、教育効果が薄い

PTA行事を精選することで、PTA行事の日数が削減された。

・PTA組織の精選でPTA委員会の活動が減ったことやPTA行事の日数が減ったことで、担当教員の負担

が減った。

郡山第四中学校

【事例２】PTA組織や行事の精選



背景

・教職員の負担も大きく、PTA活動について業務のスリム化を図りたい。

取組内容

効果

・コロナ禍を機に、PTAの各専門委員会（教養・生活・施設・厚生）をなくし、教育旅行、広報誌の発行な

どを廃止。祭礼指導や奉仕作業などは縮小。

・各種会合等は必要に応じて本部役員が主導となって協力依頼を行う。

・教職員、保護者の負担が減少した。

郡山第五中学校

【事例３】PTAの組織を大幅改革！


